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代表取締役社長 山口 侑男
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株式会社大日光・エンジニアリング
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会社概要

社 名 ： 株式会社 大日光・エンジニアリング

ＤＩ-ＮＩＫＫＯ ＥＮＧＩＮＥＥＲＩＮＧ Co.,Ltd.
本 社 ： 栃木県日光市瀬尾33-5
設 立 ： 昭和54年9月
公開市場 ： 大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（証券コード：６６３５）

平成19年3月上場

資 本 金 ： 8億5,630万円（平成22年12月末現在）

従 業 員 数 ： 単体 210人 連結 2,677人（平成22年12月末現在）

主 要 業 務 ： 電子部品実装を核とするエレクトロニクス製品の受託

加工事業。基板設計から、最適部品の調達、技術者の

派遣、製造、物流までのサービスを一貫して提供

連結子会社 ： 国内1社、海外4社（平成22年12月末現在）
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当社グループが生産する製品

自社設計電源基板ＢＧＡ／ＣＳＰ実装基板

電子部品実装部門の製品

機構組立（筐体組立）の製品

放送通信機器／中継機 ＰＯＳターミナル（ＯＥＭ生産）

両面多層／高密度実装基板



5

連結決算詳細

単位：百万円 前年同期比

実績比較
H21年
通期

H22年
通期

金 額 割 合

売上高 28,708 36,428 +7,719 +26.9 %

売上原価 27,395 34,165 +6,770 +24.7 %

売上総利益 1,313 2,263 +949 +72.2%

販売費及び一般管理費 1,356 1,586 +229 +16.9%

営業利益 ▲43 677 +719
-

営業外収支 ▲137 ▲56 +80 -

経常利益 ▲180 620 +800 -

特別損益 ▲ 386 ▲ 17 +369 -

税引前当期純利益 ▲ 566 603 +1,169 -

法人税等 107 280 +172 +160.2 %

当期純利益 ▲ 674 322 +996 -

5

１．売上高
＜国内＞
① 一眼レフ中心のﾃﾞｼﾞｶﾒ市場拡大でﾚﾝｽﾞ組立増産
② ｱﾐｭｰｽﾞも堅調
③ 産業機器も回復基調

＜香港・深圳＞
① LBPが大幅回復、下期にかけて業務用ｺﾋﾟｰ機（大判ﾌﾟ

ﾘﾝﾀ）が増産、ｱﾐｭｰｽﾞ・LED中心に民生機器用の生産開始

＜無錫＞
①ｺﾋﾟｰ機は大幅回復、ﾚﾝｽﾞ組立も増産、社会生活系も本

格生産開始
２．営業利益
①国内・海外ともに生産が回復し、海外においては生産革

新活動による製造原価率低下もあり売上総利益が大幅増
加
②販売管理費は売上高増加に伴い増加するも、販管費率

は低下
３．経常利益
① 海外において人民元切上げにより為替評価益を計上

４．特別損益
①海外において設備の入替により特別損失計上

５．当期純利益
①国内は増益、海外は香港・深圳が黒字転換した結果、

連結で黒字を確保
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連結業績推移
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連結貸借対照表

(資産の部) 単位：百万円 21.12.31 22.12.31 増減 （負債の部） 単位：百万円 21.12.31 22.12.31 増減

流動資産 15,853 16,309 455 流動負債 12,976 13,360 384

現金及び預金 3,114 1,833 △1,281 支払手形及び買掛金 6,350 6,758 408

受取手形及び売掛金 6,854 7,185 330 短期借入金 3,092 3,012 △ 80

商品及び製品 712 691 △ 21 1年内返済予定の長期借入金 2,229 1,965 △ 263

原材料及び貯蔵品 4,305 5,196 891 1年内償還予定の社債 476 370 △106

その他 866 1,402 536 その他 827 1,253 426

固定資産 4,418 4,216 △ 201 固定負債 5,211 5,026 △184

有形固定資産 3,637 3,378 △ 258 社債 451 410 △41

建物及び構築物 1,128 1,104 △24 長期借入金 4,731 4,486 △244

機械装置及び運搬具 2,106 1,884 △ 222 その他 28 129 101

土地 150 185 35 負債合計 18,187 18,387 200

その他 251 204 △ 47 (資本の部 )

無形固定資産 102 91 △ 10 株主資本 2,404 2,703 299

投資その他の資産 678 746 67 評価・換算差額 △ 359 △ 627 △ 267

投資有価証券 225 275 49 少数株主持分 40 62 22

保険積立金その他 452 471 18 純資産計 2,084 2,138 53

（資産合計） 20,271 20,525 253 （負債・資本合計） 20,271 20,525 253

7
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連結経常増益要因分析

(21年)
経常損失

180百万円

売上総利益
の増加

949百万円

日本
ｱﾐｭｰｽﾞ、ﾚﾝｽﾞ
組立が堅調、産
業機器も回復
基調

ｱｼﾞｱ
中国・香港子会
社における売上
高回復と生産
革新活動により
製造経費率が
低下

(22年)
経常利益

620百万円

販売費・一般
管理費の増加

229百万円

但し販管費率は
4.7%→4.4%に低下

営業外収支の改善
80百万円

中国子会社における
為替評価益が主因
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業績分析：資産収益率の推移

経常利益率：（経常利益/売上高）×100（％）

ROA:（営業利益/総資産）×100（％）

ROE:（当期純利益/自己資本）×100（％）
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-28.8

15.7
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【ROE】

(％)(％)
100

0

【経常利益率、ROA】

経常利益率、ROA,ROE
全ての指標がほぼ19年

並みまで回復



所在地別セグメント売上高・営業損益推移

日 本

アジア
中国２子会社ともにﾎﾞ
ﾘｭｰﾑｿﾞｰﾝであるLBP,ｺ
ﾋﾟｰ機用基板ﾕﾆｯﾄが大
きく回復し、香港・深圳
子会社が黒字化。

民生機器用としてｱﾐｭｰ
ｽﾞ・LED等の受注も増

加。

10

民生機器用としてｱﾐｭｰ
ｽﾞ、ﾚﾝｽﾞ組立が堅調。

産業機器用基板ﾕﾆｯﾄも
回復基調。
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所在地セグメント別売上高動向

22年実績：ﾎﾞﾞﾘｭｰﾑ
ｿﾞｰﾝ（LBP、ｺﾋﾟｰ機）が大幅回復

23年予想：ﾎﾞﾘｭｰﾑｿ
ﾞｰﾝは増産ﾄﾚﾝﾄﾞ維持、民生機器用も受注拡大

22年実績：民生機器用（ｱﾐｭｰｽﾞ、ﾚﾝｽﾞ組立）が堅調

23年予想：ﾚﾝｽﾞ組立は増産ﾄﾚﾝﾄﾞ維持、ｱﾐｭｰｽﾞも堅調

百万円
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事業部門別売上高動向

百万円

22年実績：HTは横ばい、ﾚﾝｽﾞ組立は増産

２３年予想：HTは横ばい、ﾚﾝｽﾞ組立は増産ﾄﾚﾝﾄﾞ維持

22年実績：ﾎﾞﾘｭｰﾑ
ｿﾞｰﾝ（LBP、ｺﾋﾟｰ機）が大幅回復

23年予想：ｱｼﾞｱは
増産ﾄﾚﾝﾄﾞ継続、民生機器用も拡大
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平成２３年度業績予想

連結

単位：百万円 実績 予想 前年同期比

平成22年 平成23年 金額 割合

売上高 ３６，４２８ ３８，５１７ ＋２，０８９ ＋５．７%

営業利益 ６７７ ７８０ ＋１０３ ＋１５．２％

経常利益 ６２０ ６２７ ＋７ ＋１．１％

当期純利益 ３２２ ３７０ ＋４８ ＋１４．９％

13
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今期の方針：ﾎﾞﾘｭｰﾑｿﾞｰﾝはQCDで固めて、民生機器用を拡大する

大日光(瀬尾工場）

大日光（根室工場）

トロワ無錫（第１工場）

トロワベトナム

トロワ香港

トロワ無錫（第２工場）

原価低減活動の強化

生産活動開始時期見極め中

新規技術の推進

根室工場
多品種生産の最適化

瀬尾工場
ﾚﾝｽﾞ組立部門の強化

ニュートロワ（深圳工場）

平成23年度の取組

・日本：民生機器用の拡大に注力、特にﾚﾝｽﾞ組立部門の生
産能力強化を目指す
・ｱｼﾞｱ：ﾎﾞﾘｭｰﾑｿﾞｰﾝであるLBP、ｺﾋﾟｰ機用基板ﾕﾆｯﾄは
QCD（品質、ｺｽﾄ、納期）を固めて顧客満足度の高い製品を
供給するとともに、LED・車載・ｱﾐｭｰｽﾞを中心とする民生機

器用基板ﾕﾆｯﾄの拡大を目指す


